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2022 年１月 13 日 

 

各 位 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年５月期第２四半期（累計）連結業績予想数値と実績値との差異 

及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

 2021年10月13日に公表しました2022年５月期第２四半期（累計）連結業績予想の数値と本日公表しました同実績値との間

に差異が生じましたので、お知らせいたします。 

 また、最近の業績動向を踏まえ、2021年７月14日に公表しました2022年５月期通期の連結業績予想数値を修正いたしまし

たので、併せてお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 2022 年５月期第２四半期（累計)連結業績予想数値と実績値との差異（2021 年６月１日～2021 年 11 月 30 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益

（円） 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 30,500 3,800 3,900 2,600 58.30 

今 回 実 績（Ｂ） 32,704 5,688 6,163 4,129 92.89 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 2,204 1,888 2,263 1,529  

増 減 率（％） 7.2 49.7 58.0 58.8  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（2021 年５月期第２四半期） 
31,524 5,640 5,772 4,320 96.88 
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（業績予想数値と実績値との差異の理由） 

 当第２四半期連結累計期間（2021 年６月１日から 2021 年 11 月 30 日まで）の売上高につきましては、資材や苗木は収益

認識会計基準等の適用による影響などにより減少しましたが、野菜種子、花種子の販売が全般的に好調であったほか、物流

の混乱を回避するための前倒し需要も加わったことなどから、業績予想を 7.2％上回りました。これを受け売上総利益が想

定を上回ったほか、販売費及び一般管理費の一部が第３四半期以降に後寄せになったことなどもあり、営業利益は 49.7％、

経常利益は 58.0％、親会社株主に帰属する四半期純利益は 58.8％、それぞれ予想を上回りました。 

 

２． 2022 年５月期通期連結業績予想数値の修正（2021 年６月１日～2022 年５月 31 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益

（円） 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 65,600 7,300 7,700 8,800 197.32 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 67,400 9,000 9,300 9,800 219.75 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 1,800 1,700 1,600 1,000  

増 減 率（％） 2.7 23.3 20.8 11.4  

（ご参考）前期実績 

（2021 年５月期） 
69,218 9,725 10,078 7,636 171.24 

 

（修正の理由） 

 通期の連結業績予想は、当第２四半期連結累計期間における業績や今後の販売見込などを踏まえ、売上高、営業利益、経

常利益、親会社株主に帰属する当期純利益の各項目について、予想を上方修正いたします。 

 なお、想定為替レートは、米ドルは 110 円、ユーロは 130 円と前回発表予想時レートを据え置き、ブラジルレアルやアジ

ア通貨は 12 月下旬の水準に変更いたしました。 

 

（注）１．第１四半期連結会計期間の期首より、「収益認識に関する会計基準(企業会計基準第 29 号 2020 年３月 31 日)」等 

を適用しているため、上記の業績予想数値は当該会計基準適用後の金額となっております。なお、これまでの計

上方法による通期売上高は、71,000 百万円を予想しております。  

（注）２．本資料に記載された業績予想数値は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、 

実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

以上 


